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寺
櫨
に
お
け
る
過
疎
問
題

日
蓮
宗
寺
院
は
、
初
期
の
段
階
で
は
市
井
に
多

く
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
地
方
に
伝
播
す
る
に
従

い
、
農
漁
村
や
山
間
部
等
に
も
根
を
下
ろ
し
て
い

っ
た
。

現
在
、
過
半
数
の
寺
院
は
農
村
部
に
立
地
し
て

い
る
こ
と
が
、
「
寺
院
の
所
在
地
帯
」
の
調
査
結
果

に
示
さ
れ
て
い
る
(
図
表
6
)
。

こ
の
内
、
過
疎
指
定
地
域
に
所
在
す
る
寺
院
は

全
国
で
六
三
九
力
寺
、
一
四
・
五
%
で
あ
る
(
図

表
1
-
B
)

地
区
別
に
見
れ
ば
、
最
高
の
北
海
道
は
二
二
七

力
寺
中
五
〇
ヵ
寺
で
北
海
道
中
寺
院
の
三
六
・
五

%
に
及
び
、
山
梨
は
三
二
八
力
寺
中
一
一
四
力
寺
、

三
四
・
八
%
と
続
い
て
い
る
。
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鉱
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帯
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こ
う
し
た
本
宗
寺
院
の
立
地
は
全
国
平
均
で
は

七
力
寺
に
一
方
寺
が
、
北
海
道
で
は
三
力
寺
に
一

力
寺
が
社
会
的
な
過
疎
現
象
の
影
響
下
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
過
疎
地
寺
院
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

ィ
、
自
然
環
境
が
過
酷
で
あ
る

ロ
、
交
通
の
便
が
悪
く
、
都
市
と
遠
隔
の
地
で

あ
る

ハ
、
地
場
産
業
が
衰
微
し
て
い
る

二
、
第
一
次
産
業
即
ち
農
・
漁
業
地
域
に
属
し

て
い
る

示
、
人
口
の
割
に
寺
院
の
数
が
多
す
ぎ
る

イ
̃
二
は
過
疎
指
定
地
域
本
来
の
特
徴
で
あ
り
、

社
会
的
過
疎
現
象
の
影
響
に
よ
る
が
、
ホ
は
こ
れ

ら
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

ホ
の
ケ
ー
ス
は
在
地
武
士
の
帰
依
に
よ
る
抱
合

関
係
(
宗
教
側
は
、
教
え
が
広
ま
り
、
為
政
者
側

は
統
治
し
や
す
い
状
態
)

か
ら
、
所
領
内
一
円
の

堂
・
富
を
こ
と
ご
と
く
日
蓮
宗
一
色
と
し
た
地
域

(
上
総
七
里
法
華
、
大
阪
能
勢
法
華
)

や
、
霊
跡
、

本
山
等
の
大
寺
(
山
梨
県
久
遠
寺
、
新
潟
県
佐
渡

ケ
島
、
新
潟
県
村
田
妙
法
寺
等
)
、
檀
林
の
所
在
し

た
近
在
(
千
葉
県
飯
高
等
)

に
そ
の
例
が
多
く
、

あ
る
時
期
に
必
要
が
あ
っ
て
建
設
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
以
前
程
必
要
性
が

な
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

次
に
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
過
疎
地
寺
院
が
ど

ん
な
問
題
を
抱
え
、
苦
悩
し
て
い
る
か
具
体
的
に

問
題
点
を
挙
げ
て
み
る
。

-
、
教
化
対
象
で
あ
る
地
域
住
民
の
減
少

2
、
檀
信
徒
の
減
少

3
、
寺
院
機
能
維
持
の
困
難
(
建
造
物
も
含
む
)

4
、
寺
族
の
生
活
苦

5
、
住
職
の
他
職
業
と
の
兼
職

6
、
住
職
の
不
在
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
他
住
職

に
よ
る
兼
務
、
代
務

了
、
後
継
者
難

8
、
宗
門
経
営
基
盤
の
弱
体
化

『
宗
勢
調
査
報
告
書
』

(
̃
五
九
年
度
)

を
見
て

み
る
と
、
檀
家
の
減
っ
た
理
由
の
第
一
に
過
疎
化

に
伴
う
「
地
域
住
民
減
少
」
(
図
表
1
)
が
挙
げ
ら

れ
、
二
番
目
の
「
檀
家
の
移
動
」
を
加
え
る
と
六

〇
%
を
越
え
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

過
疎
地
に
所
在
す
る
寺
院
に
と
っ
て
、
住
民
の

減
少
は
檀
信
徒
の
漸
減
に
繋
が
り
、
寺
の
経
済
基

盤
を
根
底
か
ら
揺
り
動
か
し
、
そ
れ
が
兼
業
に
赴

2 9



図表8 過疎地寺院荒廃の過程
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室
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地
域
人
口
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檀
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数

の

減
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入

の
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少

住
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が
∴
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図表9 後継意志のない理由
回答2 7 0 カ寺

不

明

そ

の

他

後
継
者
嫁
な
し

僧
形
が
嫌
い

場

な

し

私
生
活
の

魅
力
な
し

僧

職

に

が

嫌

い

寺
院
生
活

を
生
か
す

他
資
格
等

経
済
的
不
安
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3 0

住

職
無

住

寺
院

寺
院
の
兼
務
化
・
代
務
化

寺

院

の

形

骸

化

荒

廃

・

崩

壊

か
し
め
、
住
職
の
不
在
が
兼
務
・
代
務
に
繋
が
り

後
継
者
難
へ
と
波
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

兼
務
或
い
は
代
務
と
な
っ
た
寺
は
、
徐
々
に
形

骸
化
し
荒
廃
す
る
(
図
表
8
)
。

寺
の
収
入
だ
け
で
は
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
寺
族
は
、
他
に
安
定
し
た
収
入
源
を
求
め

ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
場
合
、
寺
に
居
住
し
た
ま

ま
で
解
決
を
見
出
そ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
と
、
住
所

を
他
に
移
転
す
る
ケ
ー
ス
と
が
め
る
。
前
者
の
ケ

ー
ス
が
と
ら
れ
る
の
は
比
較
的
近
在
に
通
勤
可
能

な
職
場
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
、
後
者
は
職
場
を
近
在

に
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
の
所
謂
兼
職
は
、
住
職
個
人
の
経
済
力
を
向

上
さ
せ
は
し
た
が
、
宗
教
的
観
点
か
ら
-
教
化
を

中
核
に
-
寺
の
存
在
意
義
を
考
え
た
と
き
、
大
衆

に
及
ぼ
す
影
響
力
は
、
著
し
く
後
退
し
た
と
指
摘

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
兼
職
は
住
職
が
寺
院
に
居
住
し
て
い
る
場

合
は
ま
だ
し
も
、
他
所
に
住
居
を
移
し
た
と
き
は

住
職
不
在
寺
院
と
な
る
。

全
国
住
職
不
在
寺
院
の
状
況
を
表
示
し
て
お
く

(
別
表
2
)
。
斜
線
は
今
回
調
査
し
た
地
点
の
所
在

す
る
管
区
で
あ
る
。

兼
務
・
代
務
の
問
題
に
関
し
て
、
住
職
、
寺
族
、

関
与
人
、
法
縁
の
問
題
点
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
れ

ば
、
利
権
が
絡
み
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

い
、
後
継
住
職
が
な
く
、
空
き
寺
と
な
っ
て
い

る
の
に
、
財
産
と
し
て
、
名
義
人
と
し
て

の
価
値
か
ら
法
縁
、
地
域
の
有
力
者
が
こ

れ
を
代
務
・
兼
務
し
て
い
る
。
(
最
近
、
都

市
近
郊
の
寺
院
で
は
、
土
地
高
騰
の
影
響

か
ら
、
不
動
産
と
し
て
の
専
有
地
が
着
目

さ
れ
、
こ
う
し
た
面
で
の
利
権
も
云
々
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
)

ろ
、
住
職
権
と
し
て
名
義
を
売
買
す
る
こ
と
が

当
然
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
こ
こ
に
も
法
縁

が
関
与
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
宗
門
内

に
お
い
て
、
住
職
名
義
は
大
き
な
権
利
と
、

地
位
と
を
有
し
て
い
る
。

は
、
数
寺
を
兼
務
・
代
務
す
る
こ
と
で
、
一
幸

族
の
生
活
が
賄
わ
れ
て
い
る
。
(
狭
隆
の
一

地
区
に
数
寺
の
存
在
の
必
要
性
は
な
い
。

歴
史
的
に
は
必
要
が
あ
っ
て
造
営
さ
れ
て

き
た
寺
で
も
、
現
在
は
二
・
三
軒
の
檀
家

し
か
な
い
寺
も
あ
る
。
か
と
い
っ
て
お
寺

を
壊
し
た
り
、
合
併
し
た
り
す
る
こ
と
に



全国住職不在寺院の状況別表2
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は
檀
家
に
不
満
が
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
少
数
の
檀
家
で
一
寺
族
を
扶
養
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
通
い
の
住
職
が
一

番
良
い
こ
と
に
な
る
。
僧
侶
の
側
か
ら
も
、

数
力
寺
を
兼
務
・
代
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
定
の
檀
家
数
が
確
保
さ
れ
、
寺
族
の
生

活
が
維
持
で
き
る
。
双
方
の
利
害
の
一
致

し
た
結
果
の
苦
肉
の
策
と
も
考
え
ら
れ

る
)

過
疎
問
題
の
及
ぼ
す
寺
院
経
済
基
盤
の
動
揺
は
、

住
職
の
後
継
者
問
題
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け

て
い
る
。

図
表
9
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
継
意
志
の
な
い

理
由
の
ト
ッ
プ
は
「
経
済
的
不
安
」
で
あ
り
、
地

区
別
で
は
千
葉
、
中
四
国
、
中
部
、
山
梨
な
ど
が

目
立
っ
て
い
る
。

法
灯
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
若
い
僧
侶
に
と
っ

て
経
済
的
不
安
は
越
え
が
た
い
障
壁
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
経
済
的
不
安
は
僧
侶
が
独
身
で
生
活
し

て
い
た
時
世
と
は
異
な
り
、
住
職
は
寺
族
を
扶
養

す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
現
在
、
い
た
ず
ら
に
精

神
論
を
振
り
回
し
て
も
解
決
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

前
進
へ
の
提
言

現
在
過
疎
地
寺
院
が
、
こ
こ
ま
で
深
刻
な
状
態

に
至
っ
た
背
景
に
は
、
先
に
挙
げ
た
社
会
的
・
経

済
的
状
況
の
ほ
か
に
、
過
疎
化
が
表
面
化
し
て
以

来
、
何
ら
の
対
策
も
施
し
得
な
か
っ
た
寺
院
と
教

団
の
主
体
性
が
問
題
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
題
点
を
列
挙
し
て
み
る
。

ィ
、
農
地
解
放
に
よ
り
経
済
基
盤
を
喪
失
し
た

が
、
そ
れ
に
か
わ
る
べ
き
経
済
的
対
応
策

を
も
た
な
か
っ
た
。

ロ
、
家
族
単
位
の
檀
家
制
に
固
執
し
た
た
め
、

個
人
単
位
の
教
化
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。

ハ
、
死
者
儀
礼
を
宗
教
活
動
の
中
心
と
し
て
き

た
た
め
、
若
年
層
へ
の
教
化
が
不
充
分
で

あ
っ
た
。

二
、
封
建
制
が
解
体
し
、
信
教
の
自
由
時
代
に

な
っ
て
も
、
特
権
的
、
保
守
的
気
分
が
強

く
、
積
極
的
、
革
新
的
な
布
教
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
。

問
題
点
は
こ
れ
ら
に
止
ま
ら
な
い
が
、
封
建
制

の
中
で
形
成
さ
れ
た
保
守
的
体
質
を
色
濃
く
残
し
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
た
ま
ま
で
、
大
戦
後
の
大
変

動
に
席
捲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
寺
院
、
教
団
の
悪
し
き
旧
態
が
社
会

の
変
動
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実

を
、
我
々
は
凝
視
し
な
く
で
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

今
後
に
も
、
い
か
な
る
社
会
の
変
化
が
起
こ
る
が

は
予
測
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う

な
変
化
に
も
対
応
で
き
る
寺
院
・
教
団
の
体
制
を

整
え
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
に
、
改
め
て
過
疎
問
題
が
一
部
の
過
疎
地

寺
院
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
宗
門
的
課

題
で
あ
る
と
提
起
す
る
理
由
が
あ
る
。

い
か
な
る
時
代
の
政
治
的
、
社
会
的
変
化
に
接

し
て
も
揺
る
ぐ
こ
と
の
な
い
、
宗
門
の
地
盤
を
固

め
る
た
め
に
も
、
過
疎
問
題
は
忌
避
し
て
通
る
こ

と
は
で
き
な
い
一
大
関
門
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
点
を
整
理
し
、
解
決
へ
の
足
掛
か

り
と
し
た
い
。

問
題
点
を
整
理
し
て
い
く
上
で
、
二
つ
の
位
相

が
必
要
で
あ
る
。
二
つ
と
は
、

①
日
蓮
聖
人
の
宗
教
的
位
相

②
生
活
・
経
済
面
か
ら
の
位
相

で
あ
る
。
①
の
位
相
は
、
「
身
軽
法
重
」
「
不
惜
身

命
」
と
い
う
狙
師
以
来
の
弘
教
の
精
神
に
依
拠
す

る
立
場
で
あ
る
。
②
の
位
相
は
、
狭
義
的
に
は
僧
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伯
の
妻
帯
が
始
ま
っ
て
以
来
強
ま
っ
た
。
僧
侶
の

経
済
生
活
を
主
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

教
団
、
法
類
、
僧
侶
の
三
つ
に
分
け
て
問
題
へ

の
取
り
組
み
を
考
え
て
み
る
。

日
教
団
と
し
て
の
問
題
点
と
取
り
組
み

時
代
の
動
向
を
読
む
先
見
性
が
欠
け
て
い
て
、

過
疎
現
象
の
進
行
に
適
切
な
対
応
が
で
き
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
こ
う
し
た
宗
門
全
体
に
及
ぶ
大
き
な

課
題
に
対
処
す
る
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の

と
、
前
に
挙
げ
た
イ
̃
二
等
の
課
題
が
未
解
決
で

あ
る
た
め
、
時
代
の
変
化
に
即
応
す
る
柔
軟
性
、

適
応
性
を
滴
養
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
面
で
の
具
体
的
解
決
の
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、

一
に
宗
門
行
政
機
構
の
充
実
、

二
に
教
育
制
度
の
刷
新
が
要
請
さ
れ
る
。

宗
門
に
お
け
る
施
策
立
案
は
綜
合
企
画
部
が
中

心
と
な
っ
て
各
部
を
調
整
し
、
責
任
役
員
会
で
決

定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
現
在
は
通
年
恒
例
の

行
事
日
程
を
消
化
す
る
こ
と
が
主
で
、
日
蓮
聖
人

の
理
想
を
現
代
に
実
現
す
る
企
画
に
は
積
極
的
で

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
教
団
本
来
の
目
的
実
現

の
た
め
に
、
企
図
を
策
定
す
る
部
署
を
拡
充
し
、

こ
こ
を
中
心
と
し
て
宗
門
行
政
は
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

教
育
制
度
で
は
、
過
去
の
檀
林
教
育
は
欠
点
も

あ
っ
た
が
、
全
人
的
宗
教
教
育
を
目
指
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
は
大
学
卒
業
者
で
あ
れ
ば
、
三
十

五
日
の
信
行
道
場
を
修
了
す
れ
ば
住
職
の
資
格
が

与
え
ら
れ
る
。
ま
こ
と
に
安
直
な
教
育
内
容
で
あ

り
、
宗
教
的
人
格
の
形
成
は
お
ろ
か
、
宗
乗
の
理

解
す
ら
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
日
蓮
宗
教
師
が
誕
生
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
改
善
の
た
め
に
は
一
年
乃
至

二
年
の
全
人
的
な
研
修
機
関
が
必
要
で
あ
り
、
こ

れ
を
軸
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
た
教
育
制

度
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。
履
修
内
容
も
、
教
学
、

教
化
学
、
教
団
論
を
柱
に
、
宗
教
情
報
学
、
宗
教

地
理
学
、
宗
教
社
会
学
、
宗
教
文
化
学
、
宗
教
心

理
学
等
、
広
く
社
会
に
眼
を
開
く
こ
と
に
留
意
し
、

実
習
と
し
て
、
教
化
実
習
、
現
地
研
修
を
取
り
入

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
習
の
な
い
宗
教
教
育
を

今
日
ま
で
続
け
て
き
た
こ
と
は
大
い
に
反
省
す
べ

き
点
で
あ
る
。

過
疎
地
寺
院
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
兼
務
・
代
務
寺
問
題
解
決
の
命
題
に
答
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
項
で
分
析
し
た
よ
う
に
、

い
・
ろ
は
法
類
地
域
等
の
有
力
者
が
押
さ
え
て
い

る
場
合
。
は
は
数
力
寺
の
兼
職
に
よ
っ
て
、
一
寺

族
が
生
活
を
支
え
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

い
・
ろ
の
ケ
ー
ス
は
、
時
な
ら
ず
し
て
後
継
住

職
は
決
め
ら
れ
る
が
、
住
職
名
義
の
取
得
を
目
的

と
し
た
り
、
法
類
、
地
域
の
有
力
者
の
子
弟
が
親

の
寺
を
継
ぐ
ま
で
の
問
、
一
時
的
に
住
職
に
就
く

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
宗
門
の
対
応
と

し
て
は
、

a
、
住
職
と
非
住
職
の
格
差
を
な
く
し
、
住
職

権
の
必
要
を
な
く
す
る
よ
う
に
す
る
。
こ

れ
は
老
住
職
の
退
職
を
早
め
、
住
職
の
若

返
り
に
も
通
じ
る
こ
と
に
な
る
。

b
、
定
住
し
な
い
場
合
は
住
職
と
し
て
認
め
な

い
。
こ
れ
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
住
職
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

C
、
積
極
的
に
有
為
の
人
材
を
選
出
し
、
登
用

す
る
。
僧
侶
に
は
寺
院
出
身
の
者
と
、
在

家
出
身
の
者
が
い
る
が
、
在
家
出
身
者
に
、

と
っ
て
一
寺
の
住
職
と
な
る
こ
と
は
厳
し

い
。
現
在
宗
門
で
は
在
家
出
身
の
僧
侶
に

対
し
て
特
別
の
教
育
・
指
導
を
行
っ
て
は

い
な
い
が
、
在
家
出
身
者
は
求
道
心
の
盛

ん
な
有
為
の
人
材
が
多
く
、
積
極
的
に
登

用
す
る
こ
と
は
宗
門
の
た
め
に
も
有
益
で

あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
宗
門
が
在
家
出
身
者
を
把

握
し
、
相
談
窓
口
を
設
け
て
進
路
指
導
を

実
施
し
、
適
所
に
派
遣
す
る
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
、
過
疎
地
の
寺
で
あ
っ
て
も
、

な
ん
ら
か
の
活
路
を
開
く
可
能
性
は
あ
る
。

d
、
現
在
、
宗
門
に
お
い
て
出
家
の
語
は
死
語

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
僧
侶
は

肉
親
を
師
と
し
て
得
度
し
、
生
活
も
親
元

に
お
い
て
従
来
通
り
続
け
ら
れ
る
。
親
が

師
僧
と
な
る
理
由
の
第
一
は
、
住
職
の
後

継
者
と
な
る
に
は
弟
子
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
、
諸
事
好
都
合
だ
か
ら
で
あ
る
。
住

職
が
遷
化
或
い
は
退
職
し
た
場
合
、
寺
族

に
対
す
る
住
居
等
の
生
活
の
保
障
は
な
い
。

寺
族
の
中
か
ら
後
継
者
が
出
な
け
れ
ば
、

生
活
の
場
で
あ
る
寺
院
を
空
け
渡
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

退
職
後
の
住
職
と
寺
族
の
生
活
の
保
障
が

確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
寺
族
が
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
得
度
し
、

住
職
と
な
る
こ
と
も
止
む
を
得
な
い
こ
と

に
な
る
。

ま
た
本
来
、
親
に
よ
る
養
育
と
、
師
に
よ

る
教
育
と
は
別
の
徳
目
で
あ
る
。
僧
侶
と

し
て
の
教
育
は
正
師
に
依
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
人
が
一
定

の
年
齢
に
達
し
た
ら
、
改
め
て
師
僧
を
決

め
る
こ
と
の
制
度
化
等
も
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

は
の
ケ
ー
ス
は
、
檀
家
が
当
初
か
ら
少
数
、
或

い
は
減
少
し
、
一
力
寺
で
は
生
計
が
不
可
能
な
寺

で
、
後
継
者
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
近
隣

の
寺
の
住
職
が
兼
務
、
或
い
は
代
務
す
る
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
兼
務
・
代
務
す
る
も
の
の
寺

が
大
寺
の
場
合
と
小
寺
の
場
合
が
あ
る
が
、
ど
ち

ら
に
し
て
も
兼
務
・
代
務
さ
れ
る
寺
は
、
寺
檻
に

一
人
の
住
職
を
扶
養
す
る
資
力
を
持
た
な
い
の
で

あ
り
、
檀
家
も
納
得
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
決

定
に
は
檀
家
と
関
与
人
、
管
区
の
所
長
の
合
意
の

場
合
が
多
い
。

こ
の
ケ
ー
ス
は
事
実
上
、
寺
は
機
能
を
失
っ
て

お
り
、
統
廃
合
す
べ
き
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
檀
家
が
数
軒
で
も
残
っ
て
い
る
場
合
、
統
廃

合
に
は
反
対
の
意
見
が
多
い
。
し
か
し
、
月
に
数

度
の
利
用
の
た
め
に
多
額
の
維
持
費
を
捻
出
す
る

よ
り
も
、
合
併
し
た
寺
を
護
持
丹
精
し
、
寺
族
の

生
計
が
成
り
立
つ
よ
う
に
協
力
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
宗
門
は
、
檀
徒
、
関
与
人
を
尊

重
し
、
関
係
法
類
、
宗
務
所
長
と
協
力
し
、
関
係

諸
方
面
の
意
見
を
充
分
に
聴
取
し
て
、
前
進
的
な

意
味
合
い
に
お
い
て
統
廃
合
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
法
は
建
造
物
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
人
に
よ
っ
て
弘
ま
る
こ
と
を
再
考
す
べ
き
で

あ
る
。

臼
法
類
の
も
つ
問
題
性

法
類
が
こ
の
問
題
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。

そ
も
そ
も
、
法
類
は
学
派
で
あ
り
、
檀
林
の
学
頭

の
指
南
を
受
け
た
学
僧
が
そ
の
名
の
も
と
に
系
統

を
成
し
だ
の
に
始
ま
る
。
こ
れ
が
拡
大
に
伴
い
、

一
部
の
本
寺
の
住
職
権
が
学
系
に
よ
っ
て
相
続
さ

れ
る
に
及
び
、
法
脈
学
閥
的
争
い
が
生
じ
て
き
た
。

一
般
寺
院
で
も
、
そ
の
学
系
に
属
す
る
も
の
が
住

職
と
な
り
、
寺
も
ま
た
、
学
系
の
一
部
と
し
て
定

着
す
る
に
し
た
が
い
、
学
系
が
寺
の
後
継
に
関
与

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
法
類
の

学
系
と
し
て
の
色
彩
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
痕
跡
を
止

め
ず
、
本
山
へ
の
晋
山
、
所
属
寺
院
の
後
継
決
定

に
そ
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
法
類
は
宗
刷

上
に
何
の
位
置
付
け
も
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本

山
、
所
属
寺
院
の
干
与
人
、
責
任
役
員
を
占
有
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隠
然
た
る
力
を
保
っ
て
い
る
。
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